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裏の OR

肩書など持ったこともない，裟婆気など出した

こともない，といえば煙になる.しかし，経営な

どというものからは速い人間，世の片岡から，何

物にもこだわらずに， Ut界に，人生に思いを馳せ

ているのが私の本来の行き方だと信じている.自

分を含めて身近なところに多少の迷惑をかけるく

らいで済むことなら，損得など気にかけずに，気

ままに過ごしてゆこうというのが私の人生観なの

である.

こんな私なのだが，どうした風の吹きまわしか

OR とは深い関わりを持つようになってしまっ

た.名古屋の OR研究会などには，三いしれぬ愛

着さえ感じるようになってしまっている.会に H~

てみれば，最適解などという話も聞かされる.最

適なんかでなくて結構，あまりひどいことになり

さえしなければし巾、じゃなし、かと思うことも多い

のだが，一所懸命に最適を追及している研究者の

ことを思えば，つい半畳も入れかねている.

ただ，荘、はこんなときに，最~きばかりに目を向

ける表の ORほかに，行きつく先にぽっかり口会

開けている地獄を警告するような裏のOR もあっ

てよいのではないかという思いにかられる.身近

な者に，最高の利益をもたらそうなどとは欲張ら

ないでも，皆を地獄に引きずり込むようなことは

したくない.そうし、う警告ならもっとヰを傾けた

いという気になってしまうのは，やはり私がOR

向きでないためなのだろうか.

本来なら9000円の会費で済むところを，ついで、

のことに皆から 10000 円とって，浮いた金はくじ

引きで定めたたった l 人の幸運者に与えようとい

うようなことなら，あまり大きな抵抗も江い.し
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かし，皆から8000円ずっとって，不足分はくじ引

きで、決めたたった l 人の不運な男に払わせようと

いうことになると，そんなことはよせと言いたく

なる.身近な者から相談を受ければ，そんな会に

出るのはよしておけと言うことになろう.

ORで扱うような現実的な問題に対する判断は

とてもどんぴしやりとはゆきかねる.どうせ経験

の積み重ねによる統計的な基礎にたって r概し

て j とか「これくらいの確率でj とか言った形で

しか答えられない日ことばかりである.最適解とい

えども，この例外ではない.せいぜい， rたいてい

の場合には，このようにしておくのが段も得だ」

というようなことである.たいていの場合には有

利だとしても，わずかな確率で‘大変な不利が予想

されることもある.それどころではない，破滅的

危険が予想されることもあろう.

経営者は，とかく多くの人々の生活をあずかる

身の上，たいていなら有利といっても，わが身も

ろとも預っている人々を破滅に導くことだけは避

けようとするのが当然で、あろう.

ORが経営者に与える示唆として，うまくいっ

た場合の話ばかり描き出してみせるだけではどう

も心もとない.万ーの場合の地獄図も生々しく描

き出してみせることがOR ワーカーのっとめであ

ろう.自分で何かを立案したとき，誰でもそんな

ことをやりたくはないのはよくわかる.しかし，

やり損じた時の地獄図の生々しい描写なしでは，
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責任ある立案とはし、えまい.

私が折りにふれて見聞する ORの結論では，危

険の確率の小さいことはよく強調されているが，

万ーの場合の地獄図の揃写のほうには手段きがあ

るように感じられることが多いが，どうであろう

ヵ、.

結論を他人に話すときまで数学用語を使う必要

もないけれども， OR的に考えるとき，結論を出

すまでの過程では多かれ少なかれ数学のお世話に

なることが多い. OR ワーカーには，数学が得意

で，数式などを振りまわしたがる人も多い.確率

などとし、う数学用語を使って結論が述べられるこ

とも多い.まあ，仕方のない面もあるが，受け取

る側が確率なんかに惑わされないように細心の注

意を払って結論を述べてやるのが親切というもの

でもある.

「明日のお天気は95%大丈夫」ということなら

女心して出かけられる. f'f'Îに降られれば大こまり

するであろうという場合には，無駄だと思っても

傘 l 本持ってゆけばよい.しかし， rこの水を呑ん

でもヲブスにかかる確率はたったの 5 %J と言わ

れても，呑まないのが常識である.たとえ， 1% 

の危険率でも，ょしたほうがよい.そう判断させ

るものは，万一チブスにかかった時の恐ろしさで

ある. 99%の数字で何となく安心させるのも結構

だが，万一の場合の恐ろしさも十分よく知らせて

やるのが，示唆を与える側の親切というものであ

る.

OR的に考えるとき，多かれ少なかれ数学のお

世話になることからおこる問題は，別のところに

も現われる.現実の問題は複雑であるし， OR ワ

ーカーの能力も限られているので，たいていの場

合にはなんらかの簡略化をしてはじめて数学にか

けられるようになる.ところが，その結論を述へ

る段になると， OR ワーカーも人の子，どんなに

ひどい簡略化をしたかは，あまり強調したくない
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のが人情であろう.これは，凡人にとっては止む

を得ないことではあろうが，示唆される側にとっ

ては重大である.

簡略化をしてOR的に問題を取り扱った人は，

そのように筒略化しても，結論に重大な影響はな

かろうと見当をつけての上のことであろう.しか

し，これを確認しようとすれば非常にむずかしく

なることが多い.結論を出す側には自然、に結論に

対する愛着も生まれる.これは，人間性の弱味に

関係した問題で、あるので，このような問題に対す

る全責任をすべて示唆を与える側に押しつけるの

は，あまりにも酷であるような気がする.しか

し， OR的結論から示唆を受けて判断するのは，

多くの場合，多忙な経営者，その検討までやって

はいられまい.

私自身の見当では，ここは二段構えにして，示

唆を与える側と受け取る側の中間に，結論がひき

出されるために使われた筒略化の影響の重大性な

どについて淡々と検討することのできる顧問的人

間が介在するほうがうまくし、くのではないかと想

像している.

ORは， もともとそれと縁遠い性格の私でさえ

も惹きつけるものをもっている.偶然とはいえ，

OR関係の方々とも深い関わり合いをもつように

なってしまっている.私自身は何もできないが，

ORがうまく利用されるようになることを心から

希ってもいる.よき ORマンにはならずとも，よ

き ORファンではあるつもりでいる.時に， OR  

マンから， ORがなかなか理解してもらえない，

信il!J'lしてもらえない，という l嘆きを聞く.そんな

H与，私はふと，よいことづくめの支の OR宣伝よ

りも，弱味もさらけ出した裏のORが要るのでは

なかろうかと思うのである.
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